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＜プログラム進捗状況概要＞ 

１．プログラムの目的・大学の改革構想 

 本プログラムは、多文化共生に資するウェルビーイング（豊かな生活を実現し権利を保障する）をアジアで実現するために、異文化相互理解に立脚し

た国際性と使命感を兼ね備えたグローバルに活躍できる女性リーダーを育成することを目的とする。具体的には、アジアのなかで、ウェルビーイングの

実現に密接に関わる食（量的確保と安全）、環境（衛生）、健康（医療、福祉）、社会（脱貧困）、教育（次世代育成）における諸問題を、医学・保健

学・農学・国際開発学・教育学の各分野で獲得した高度な専門性を活かし、グローバルな視点で意志決定できる女性リーダーの育成を図る。大学組織と

しては、国際開発、生命農学、医学（医学科・保健学科）、教育発達科学研究科の４研究科、および男女共同参画室、農学国際教育協力研究センターか

らなる研究教育支援のプラットフォームを設置し、国内外の優れた研究者、国際機関・民間企業等でグローバルに活躍する専門家らが担当する教育プロ

グラムと、ロールモデルとなる女性教員・専門家らからなるリーダー育成プログラムを実施する。 

２．プログラムの進捗状況 

大学全体として女性リーダー育成に資する本プログラムの意義を共有し、意識改革を推進し、本プログラムが契機となり、UN Womenが主催する HeForShe

事業により、女性活躍を推進する世界のトップ 10 大学の一つとして、全国で唯一名古屋大学が選出されたことも本プログラムの成果である。H30 年度に

は、「博士課程教育推進機構」を全学組織として設置し、大学院共通講義を開講した。ここには本プログラムの講義も導入され、補助金終了後も全学的

な女性リーダー育成の意識の普及を図る体制を構築した。プログラムで創設したグローバルリーダー論 1〜4、多文化共生特論（Cross Cultural Talk)、

海外実地研修 1〜2などについても、科目ごとに複数の担当教員を定め、継続の体制を確立し実施されている。R2年度 7期生の募集には応募者がいなかっ

た。新型コロナウイルスの影響により、海外実地研修は中止し、R2 年度の対象学生は来年度に参加予定である。グローバルリーダー論はビデオ講義とし

て実施し、多文化共生特論も学生主体で準備は進めており、状況により on-lineでの参加となることを前提として計画を進めている。 
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